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(1)  建築基準法 
 災害危険区域とは，地方公共団体が，条例で，津波，

































































該当法令名 該当法令番号 条番号 
津波対策の推進に関する法律 （平成二十三年六月二十四日法律第七十七号） 第十一条 
都市再生特別措置法 （平成十四年四月五日法律第二十二号） 第八十一条 
国土交通省組織規則 （平成十三年一月六日国土交通省令第一号） 第四十六条 
国土交通省組織令 （平成十二年六月七日政令第二百五十五号） 第七条 
国土交通省組織令 （平成十二年六月七日政令第二百五十五号） 第八十四条 







都市計画法 （昭和四十三年六月十五日法律第百号） 第三十三条 
普通交付税に関する省令 （昭和三十七年八月二十日自治省令第十七号） 第三条 
普通交付税に関する省令 （昭和三十七年八月二十日自治省令第十七号） 第十二条 
建築基準法 （昭和二十五年五月二十四日法律第二百一号） 第三十九条 





































































































































 うち移転 29 
 うち特殊構造・改修 6 
指定促進・解除等 22 








































































































(3)  指定促進 
「指定促進」については，伊勢湾台風後の昭和 34
（1959）年 10～11月に 3回，急傾斜地の崩壊による災害




（平成 12年 5月 8日法律第 57号．以下「土砂災害防止
法」という．）の改正（平成 26年 11月 19日）の際と水
防法（昭和 24 年 6 月 4 日法律第 193 号）の改正（平成


















































































































(1) 建築基準法（昭和 25年 5月 24日法律第 201号）
の制定 
(2) 租税特別措置法（昭和 32年 3月 31日法律第 26
号）の改正 
(3) 防災建築街区造成法（昭和 36年 6月 1日法律第
110号）の制定 
(4) 住宅地造成事業に関する法律（昭和 39年 7月 9
日法律第 160号）の制定 
(5) 都市計画法（昭和 43年 6月 15日法律第 100号）
の制定 
(6) 都市再開発法（昭和 44 年 6 月 3 日法律第 38
号）の制定 
(7) 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律
（昭和 44年 7月 1日法律第 57号）の制定 
(8) 防災のための集団移転促進事業に係る国の財政
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急傾斜地崩壊 73 66 19,918 26,678 
出水／高潮・出水→出水等 32 31 334 14,124 
津波・高潮／津波・高潮・出水       
→津波等 
28 28 2,335 15,880 










15 15 76 464 
土石流／土石流等 3 3 6 562 



























































































































住宅 宿泊等 a) 非住宅 b) 住宅 宿泊等 a) 非住宅 b) 
急傾斜地崩壊 
［73］c) 
40 1 7 7 2 26 
(55%) (1%) (10%) (10%) (3%) (36%) 
出水等 
［32］c) 
28 5 1 0 1 4 
(88%) (16%) (3%) (0%) (3%) (13%) 
津波等 
［28］c) 
25 6 0 6 7 0 
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鹿児島県 建築基準法施行条例 
（建築の制限） 








































































































































第 3条 第 1種区域においては，住居の用に供する建築物は
建築してはならない．ただし，町長が災害防止上支障が
ないと認めて許可したものについてはこの限りでない． 



















































































































5. 補助率   23%(うち国費11.5%) 
6. 補助限度額 3.3百万円/棟 
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(4) 杉並区 
東京都杉並区においては，災害危険区域は指定されて
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POLICY STUDY ON IMPROVING THE SAFETY OF BUILDINGS 
 IN DISASTER RISK AREAS 
 
Hiroki SUNOHARA, Takahisa MIZUYAMA and Fumio TAKEDA 
 
The disaster risk area designation was created when the Building Standard Law was enacted in 
1950, and so far more than 22, 000 areas have received the designation. Assistance programs for relo-
cation to a non-designated area are available,  but a large number of buildings,  residential or otherwise,  
still remain in designated areas. This study aims to explore possible future policies for disaster risk 
areas by conducting a systematic review of past debates on the issue using the Diet records; an over-
view of past designations based on the survey conducted by the Ministry of Land,  Infrastructure,  
Transport and Tourism; and a cross-sectional analysis of present prohibitions and restrictions on build-
ings imposed by the respective municipal and/or prefectural ordinances relative to the type of hazard 
identified for the designation. The study also includes a survey of the actual measures to promote reno-
vation in disaster risk areas with the objective of upgrading the safety of buildings therein. 
